
令和 3 年度 入学生用 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校
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芸 術 科

「表現」の内容は、｢漢字仮名交じりの書」「漢字の書｣「仮名の書」の三つの分野に分かれます。

「鑑賞」においては、古典や作品のさまざまな書美の第一印象による把握を重んじます。

育成を目指す資質・能力

芸術

学
習
目
標

未定

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

｢漢字の書（楷書・行書を中心とする）」「仮名の書」においては古典の名跡をもとに習う臨書で、用筆・運筆、また字形や全体の構成などの基本的な技法を習
得します。「鑑賞」においては、古典や作品のさまざまな書美の第一印象による把握を重んじ､各人の感じ方や好みなどを明確にし、また、ほかの見方や鑑賞
を知ることで、書のよさや美しさを理解する基礎的な力を養います。

芸術の幅広い活動を通して、各科目における見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。

使用教科書
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育成を目指す資質・能力の評価内容

篆刻の学習

方勢と円勢

厳正と温雅

さまざまな楷書

重厚と軽快

篆刻の用具・用材

篆刻について

九成宮醴泉銘と孔子廟堂碑

顔氏家廟碑と雁塔聖教序

用具の扱い・印稿・布字・運刀・押印等の基本的な篆刻の技法を身につけ表している。

篆刻の美しさと表現効果を味わい、主体的に鑑賞の創造的活動に取り組もうとしている。

刻字の表現活動をとおして、意図的・主体的に表現することの充実感を味わおうとしている。

仮名の種類

刻字の手順・方法を理解し、自らの意図に基づき選文・検字・印面構成の工夫等を行っている。

日本の文字と書の伝統と文化について関心をもち、そのよさや美しさを感じ取っている。

仮名の成立、仮名の変遷の過程等を理解している。

表現技法の基礎・基本を身につけ、仮名の表現力の向上に努めている。

文字の大きさ、全体構成に留意し、自らの構想に基づき、意欲的・主体的に活動しようとしている。

芸術的・実用的な表現について基礎的な事項を理解し、主体的に取り組もうとする。

基本的な筆遣い

文字の大きさ、全体構成の工夫

感動や思いを表現しよう

平仮名

仮名の書

彫る手順

仮名の成立と発達

自分の表現をめざして

仮名の書の学習

篆刻・刻字の学習

篆刻の手順・方法を理解し、自らの意図に基づき選文・検字・印面構成の工夫等を行っている。

刻字の学習

いろいろな印

書と刻字

印稿の例

彫る手順

漢字仮名交じりの書

重点評価事項(資質・能力)

基盤的学力 文章を読み解き、対話により意見や考えを他者と交わすことができる。
問題発見・解決能力
情報活用能力
主体的判断能力

協働力
自律力
実践力

自己認識力

問いを立て、解決に向かうことができる。
情報を活用し、問題発見・解決や自分の考えの形成に役立てることができる。
物事を多面的に吟味し、主体的に判断・行動することができる。
他者を尊重し、協働することができる。
規範意識をもって自律的に行動することができる。
自ら考えて行動し実践することができる。
自分の思考を客観的に捉えることができる。

単元（題材）の評価基準大単元

以上の観点をふまえ、

提出作品を中心に用具・用材の扱いを含めた学習活動への参加態度なども含めて総合的に評価します。

漢字と仮名の調和と線質について関心を持ち工夫している。

楷書の表現と、時代の特性や作者の個性との関連を理解し、楷書のよさや美しさを感じ取っている。

古典の美とその技法に関心をもち、表現技法を高めようとしている。

漢字の書の美とその技法を学び、普遍性のある表現を工夫している。

表現技法を高めるために、姿勢、執筆法などの基本的事項を身に付け表している。

篆刻や落款印に関する知識について理解しようとしている。

篆刻の基本的な用具・用材に関する知識や扱い方を理解しようとしている。

篆刻の表現活動をとおして、意図的・主体的に表現することの充実感を味わおうとしている。

書の世界へようこそ

漢字の書の学習

学習内容

牛橛造像記と鄭義下碑

姓名印と文字の配列

提出作品

さまざまな用筆・運筆による表現の工夫 観察

さまざまな楷書

漢字仮名交じりの書（１）

　などを総合的に評価する

古筆の美とその技法に関心をもち、表現技法を高めようとしている。

用具・用材と表現との関係に関心を持ち、意欲的・主体的な表現に取り組もうとしている。用具・用材の工夫


